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第
十
六
回
「
心
の

つ
ど
い 

in 

比
叡

山
」（
一
隅
を
照
ら

す
運
動
総
本
部
主

催
）
を
比
叡
山
延
暦

寺
会
館
で
開
催
。
七

月
十
四
日
、
十
五
日

の
一
泊
二
日
の
日
程

で
、
一
般
公
募
で
集

ま
っ
た
男
女
四
十
一

名
が
参
加
し
た
。

　

一
日
目
の
は
じ
め

に
、
森
定
慈
仁
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本

部
長
、
今
出
川
行
戒

延
暦
寺
参
拝
部
長
か

ら
挨
拶
を
頂
戴
し
、

続
い
て
日
程
説
明
や
延
暦
寺
会
館
で
の
注
意
事
項
等
の
説

明
が
あ
り
、
研
修
会
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

最
初
に
諸
堂
参
拝
と
し
て「
根
本
中
堂
」「
国
宝
殿
」「
浄

土
院
」
を
巡
拝
し
た
。
夕
食
の
後
、『
法
華
経
』
の
写
経

に
取
り
組
ん
だ
。
参
加
者
は
み
な
、
静
寂
な
空
気
の
中
、

集
中
し
て
一
文
字
一
文
字
を
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い
た
。

　

引
き
続
き
座
談
会
が
「
自
分
に
と
っ
て
の
一
隅
を
照
ら

す
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
開
催
さ
れ
た
。
露
の
団
姫
師（
本
運
動
広
報
大
使
）

や
、
総
本
部
職
員
も
話
し
の
輪
に
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
一
隅
を
照
ら
す
」
こ
と
へ
の
考
え
や
想
い
を
語
り
合
い
、

一
日
目
の
日
程
は
終
了

し
た
。

　

二
日
目
は
、
早
朝
五

時
半
よ
り
根
本
中
堂
に

て
坐
禅
止
観
、
朝
の
お

つ
と
め
に
参
加
し
た
。

早
朝
の
清
ら
か
な
空
気

が
漂
う
中
、
参
加
者
は

緊
張
感
を
持
っ
て
臨
ん

で
い
た
。
そ
の
後
、
大

書
院
で
の
作
務
（
清
掃

奉
仕
）
を
行
っ
た
。

　

朝
食
の
後
、
延
暦
寺

会
館
か
ら
移
動
し
、
京

都
の
赤
山
禅
院
を
参
拝
。

現
在
、天
台
宗
で
は「
祖

師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
」

の
期
間
中
で
、
本
年
は

「
相
応
和
尚
一
千
百
年

御
遠
忌
」
の
御
祥
当
年

に
あ
た
る
。
今
回
は
特
別
参
拝
と
し
て
、
北
嶺
大
行
満
大

阿
闍
梨
・
叡
南
俊
照
師
（
延
暦
寺
一
山
律
院
住
職
）
が
修

法
さ
れ
る
護
摩
供
に
随
喜
し
た
。

　

研
修
会
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
流
さ
れ
や
す
い

日
々
の
生
活
の
中
で
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に
な
り

ま
し
た
」「
根
本
中
堂
で
の
坐
禅
や
朝
の
お
つ
と
め
は
、

普
段
経
験
で
き
な
い
特
別
な
事
の
よ
う
に
感
じ
る
、
充
実

し
た
時
間
で
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

第16回　心のつどいin比叡山
７月14・15日　比叡山延暦寺会館
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一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
を
開
催

　

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
、
天
台
宗

務
庁
（
滋
賀
県
大
津
市
）
に
お
い
て
平
成
二

十
九
年
度
第
一
回
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
理
事
会
に
お
い

て
、
平
成
二
十
八
年
度
一
隅
を
照
ら
す
運
動

の
事
業
報
告
、
各
会
計
の
決
算
等
が
審
議
・

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
で
、
理
事
長
に
杜

多
道
雄
師
（
宗
務
総
長
）、
専
務
理
事
に
森

定
慈
仁
師
（
参
務
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本

部
長
）、
理
事
に
甘
井
亮
淳
師
（
参
務
財
務

部
長
）・
森
田

源
真
師
（
参
務

教
学
部
長
）・

林
光
俊
師
（
参

務
社
会
部
長
）・

吉
澤
道
人
師

（
信
越
教
区
光

前
寺
住
職
）・

見
上
知
正
師

（
山
陰
教
区
大

日
寺
住
職
）・

竹
内
純
照
師

（
京
都
教
区
吉

祥
院
住
職
）
の

就
任
が
報
告
さ
れ
た
。

◎ 

九
州
北
部
豪
雨
災
害
被
災
地
へ
支
援
金
を

寄
託

　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
三
日
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
「
地
球
救
援
事
務
局
」
で

は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
五
日
に
九
州
北
部

を
中
心
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
被
災
地
に
緊

急
救
援
引
当
金
か
ら
の
支
援
金
を
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
福
岡
県
朝
倉
市
・
福
岡
県
東

峰
村
、
大
分
県
日
田
市
へ
寄
託
し
た
。

　

被
災
地
域
の
市
町
村
役
場
へ
森
定
慈
仁
一

隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
長
、
甘
井
亮
淳
天

台
宗
参
務
財
務
部
長
、
嘉
瀬
慶
文
九
州
西
教

区
本
部
長
が
赴
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
金
五

十
万
円
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
支
援
金
を
寄
託

　

平
成
二
十
九
年
八
月
四
日
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
三
十
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集

い
」（
比
叡
山
延
暦
寺
）
の
開
催
日
に
合
わ
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せ
て
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
の
募
金
寄
託

式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
募
金
は
、毎
年
八
月
に
行
わ
れ
る「
天

台
青
少
年
比
叡
山
の
集
い
」
に
参
加
し
た
リ

ー
ダ
ー
と
研
修
生
の
小
中
学
生
が
出
し
合
っ

た
募
金
と
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を

合
わ
せ
た
も
の
で
、
総
額
は
三
百
万
円
。

　

寄
託
式
で
は
、
天
台
青
少
年
比
叡
山
の
集

い
に
参
加
し
た
研
修
生
の
代
表
か
ら
大
樹
孝

啓
一
隅
を
照
ら
す
運
動
会
長
へ
目
録
が
、
引

き
続
い
て
大
樹
会
長
か
ら
早
見
研
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
専
務
理
事
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

◎
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
体
操
」
を
公
開

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
本
運

動
発
足
五
十
周
年
を
二
年
後
に
控
え
、
次
世

代
を
担
う
幼
少
年
か
ら
青
年
層
へ
の
働
き
か

け
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
本

運
動
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ょ
う
ぐ
う
さ
ん
」

を
活
用
し
た
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
し
ょ
う

ぐ
う
さ
ん
体
操
」
を
創
作
し
た
。
作
詞
・
振

付
を
、
ア
ニ
メ
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
『
よ

う
か
い
体
操
第
一
』
を
手
が
け
た
ラ
ッ
キ
ィ

池
田
氏
、
作
曲
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
な
ど
に
多
く

の
楽
曲
を
提
供
し
て
い
る
中
谷
靖
氏
に
依
頼

し
た
。

　

本
体
操
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
六

日
に
開
催
さ
れ
た
天
台
保
育
連
盟
全
国
保
育

大
会
に
お
い
て
初
公
開
さ
れ
、完
成
し
た「
し
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ょ
う
ぐ
う
さ
ん
体
操
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
に

つ
い
て
も
宗
内
寺
院
へ
の
配
布
が
完
了
し
て

い
る
。

　

こ
の
体
操
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
の
身

体
を
健
や
か
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
仏

さ
ま
の
慈
愛
の
こ
こ
ろ
を
子
ど
も
た
ち
の
こ

こ
ろ
に
芽
吹
か
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
体
操
を
通
じ
て
、
多
く

の
方
々
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
、
一
隅
を
照
ら
す
人
材
の
育

成
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

◎
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
に
支
援
金
を
贈
呈

　

平
成
二
十
九
年
九
月
十
日
か
ら
十
二
日
に

か
け
て
、
ド

イ
ツ
の
ミ
ュ

ン
ス
タ
ー
並

び
に
オ
ス
ナ

ブ
リ
ュ
ッ
ク

で
第
三
十
一

回
「
世
界
宗

教
者
平
和
の

祈
り
の
集

い
」
が
聖
エ

ジ
デ
ィ
オ
共

同
体
の
主
催

に
て
開
催
さ

れ
た
。

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
世
界

の
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
と
教
育
向
上
を
願
っ

て
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
へ
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
年
も
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い

に
合
わ
せ
て
、
天
台
宗
代
表
使
節
団
の
西
郊

良
光
名
誉
団
長
（
天
台
宗
宗
機
顧
問
）、
杜

多
道
雄
団
長
（
天
台
宗
宗
務
総
長
）
の
両
名

よ
り
、
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ
共
同
体
ア
ジ
ア
地
域

担
当
部
長
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ジ
ョ
バ
ニ
ョ

ー
リ
氏
に
支
援
金
三
十
万
円
を
寄
託
し
た
。

◎
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

気
仙
沼
を
開
催

　

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
の
觀
音
寺
（
鮎
貝
宗
城
住
職
）
に
て

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
が
主
催
す
る

「
一
隅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

気
仙
沼
」が
開

催
さ
れ
た
。こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は「
祈
り

と
癒
し
と
笑
い
の
ひ
と
と
き
」
を
テ
ー
マ
に

本
運
動
企
画
運
営
委
員（
見
上
知
正
委
員
長
）、

天
台
仏
教
青
年
連
盟
、埼
玉
・
群
馬
・
茨
城
・

栃
木
・
福
島
・
陸
奥
・
山
形
教
区
の
各
仏
教

青
年
会
有
志
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
は
じ
め
に
森
定

慈
仁
総
本
部
長
を
導
師
に
慰
霊
・
復
興
祈
願

法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。
法
要
後
の
開
会
式
で

は
、森
定
総
本
部
長
よ
り
「
一
隅
を
照
ら
す
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
説
明
と
本
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
の
主
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
、
觀
音
寺
鮎
貝
住
職
よ
り
「
復
興
が
進

む
中
、
先
日
觀
音
寺
に
て
七
回
忌
法
要
を
厳

修
し
た
。
気
仙
沼
市
に
も
復
興
住
宅
が
完
成

し
、
少
し
ず
つ
皆
様
の
笑
顔
と
元
気
が
戻
っ

て
き
て
い
る
。
本
事
業
を
通
し
て
、
明
日
か

ら
皆
様
と
よ
り
元
気
な
気
仙
沼
の
町
を
再
び

作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
復
興
祈
願
奉
納
太
鼓
が
泉

智
仁
師
に
よ
り
演
奏
さ
れ
た
。
自
身
も
震
災

の
被
災
者
で
あ
る
福
島
県
出
身
の
泉
師
は
、
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
国
内
外
で
演

奏
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
演
奏
で
は
、

新
た
な
試
み
と
し
て
声
明
と
と
も
に
行
う
演

奏
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
迫
力
あ
る

演
奏
を
目
の
当
た
り
に
し
た
観
衆
は
、
演
奏

が
終
わ
る
と
大
き
な
拍
手
を
贈
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
復
興
支
援
寄
席
と
し
て
紙
切
り
師

の
林
家
楽
一
氏
に
よ
る
紙
切
り
と
噺
家
の
蜃

気
楼
龍
玉
師
匠
、
三
遊
亭
じ
ゅ
う
べ
え
氏
に

よ
る
落
語
が
披
露
さ
れ
る
と
、
観
衆
か
ら
は

大
き
な
笑
い
と
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
森

定
総
本
部
長

か
ら
、
気
仙

沼
市
社
会
福

祉
協
議
会
会

長
齊
藤
典
夫

氏
に
東
日
本

大
震
災
被
災

地
支
援
と
し

て
義
援
金
三

十
万
円
が
寄

託
さ
れ
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
閉
会
と
な
っ
た
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
信
越
大
会

　

信
越
教
区
本
部（
岩
田
真
亮
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
に
長
野
県

佐
久
市
の
弥
勒
寺
を
会
場
に
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
推
進
大
会
信
越
大
会
を
開
催
し
、
約

百
四
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

大
会
式
典
の
は
じ
め
に
、
岩
田
教
区
本
部

長
を
導
師
に
法
楽
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
岩
田
教
区
本
部
長
、
吉
澤
道
人
宗
議
会

議
員
、
弥
勒
寺
住
職
江
原
紘
誠
師
よ
り
、
開

催
に
あ
た
り
挨
拶
並
び
に
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
森
定
慈
仁
総
本
部
長
よ
り
、「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
発
足
五
十
周
年
に
む
け

た
企
画
や
事
業
、
若
年
層
へ
向
け
た
取
り
組

み
の
重
要
性
、
総
本
部
が
行
っ
て
い
る
救
援

活
動
に
つ
い
て
、
取
り
組
む
べ
き
心
の
あ
り

方
、
生
き
方
に
つ
い
て
講
話
が
あ
っ
た
。
日

本
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
、
自
死
問
題
に
対

し
て
も
、「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
と
し
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
い
く
旨
を
幼
児
教
育
の
重
要
性
と
と
も

に
力
強
く
語
ら
れ
た
。
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大
会
式
典

の
最
後
に
は
、

参
加
者
全
員

で
「
推
進
の

誓
い
」
と
し

て
、「
一
隅

を
照
ら
す
運

動
」
実
践
三

つ
の
柱
で
あ

る
「
生
命
」

「
奉
仕
」「
共

生
」
の
復
唱
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
後
、
天
台
宗
務
庁
出
版
室
横
山
和
人

編
集
長
よ
り
「
天
台
宗
の
取
材
ノ
ー
ト
か
ら

『
千
日
回
峰
行
に
死
す
』
正
井
観
順
行
者
の

二
千
五
百
五
十
五
日
」
と
題
し
て
記
念
講
演

が
行
わ
れ
た
。
正
井
師
の
足
跡
を
た
ど
り
、

「
千
日
回
峰
行
」
の
細
か
な
説
明
や
、
自
身

の
体
験
等
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、
参
加

者
一
同
は
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

講
演
後
、
小
林
玄
海
信
越
教
区
布
教
師
会

会
長
よ
り
大
会
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
大
会

は
閉
会
と
な
っ
た
。

○
東
京
大
会

　

東
京
教
区
本
部（
杜
多
徳
雄
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
に
浅
草

公
会
堂
を
会
場
に
、
第
四
十
七
回
一
隅
を
照

ら
す
運
動
東
京
大
会
を
開
催
し
、
約
千
名
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
一
部
の
大
会
式
典
で
は
、
神
田
秀
順
寛

永
寺
住
職
導
師
の
も
と
法
楽
が
執
り
行
わ
れ
、

天
台
聲
明
と
雅
楽
の
公
演
が
あ
り
、
杜
多
教

区
本
部
長
、
杜
多
道
雄
本
運
動
理
事
長
、
森

定
慈
仁
本
運
動
総
本
部
長
、
今
出
川
行
戒
延

暦
寺
副
執
行
よ
り
、
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨

拶
と
祝
辞
が
あ
っ
た
。
挨
拶
の
中
で
、
杜
多

理
事
長
は
「
旬
の
物
を
旬
の
時
期
に
食
べ
る

と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
、
環
境
に
対

し
て
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
一
隅

を
照
ら
す
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と

話
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
定
総
本
部
長
は
、「
本

運
動
発
足
五
十
周
年
を
目
前
に
控
え
、
ま
す

ま
す
活
発
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

あ
り
、み
な
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
話
さ
れ
た
。

　

式
典
の
最
後
に
表
彰
状
の
授
与
が
あ
り
、

杜
多
教
区
本
部
長
よ
り
「
一
隅
を
照
ら
す
運

動
」
実
践
者
に
対
し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
相
田
み
つ
を
美
術
館
館
長

の
相
田
一
人
氏
よ
り
「
自
分
の
番　

い
の
ち

の
バ
ト
ン
〜
父　

相
田
み
つ
を　

を
語
る

〜
」
と
題
し

て
講
演
が
あ

り
、
相
田
氏

の
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
話

に
来
場
者
は

と
き
お
り
笑

い
声
を
漏
ら

し
な
が
ら
耳

を
傾
け
て
い

た
。
書
家
と

し
て
の
相
田

み
つ
を
氏
、
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父
親
と
し
て
の
相
田
み
つ
を
氏
を
交
差
さ
せ

な
が
ら
、
人
間
と
し
て
の
相
田
み
つ
を
氏
が

ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
、
何
を
伝

え
た
か
っ
た
の
か
を
息
子
の
視
点
か
ら
優
し

い
語
り
口
で
話
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
關
口
晃
成
教
区
副
本
部
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

○
兵
庫
大
会

　

兵
庫
教
区
本
部（
荒
樋
勝
善
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
六
日
に
丹
波

市
の
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
を
会
場
に
、
第

四
十
八
回
天

台
宗
兵
庫
教

区
檀
信
徒
会

総
会
並
び
に

一
隅
を
照
ら

す
運
動
推
進

大
会
・
特
別

授
戒
会
を
開

催
し
、
教
区

内
寺
院
住
職
、

檀
信
徒
ら
約

五
百
五
十
名

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
荒
樋
教
区
本
部
長
を
導
師
に

法
楽
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
荒
樋
教
区
本

部
長
、
野
花
敏
郎
檀
信
徒
会
会
長
よ
り
挨
拶
、

続
い
て
國
岡
惠
心
宗
議
会
議
員
よ
り
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

檀
信
徒
会
総
会
の
終
了
後
に
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
一
隅
を
照
ら
す
運
動

実
践
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
天
台
宗
参
務
森

田
源
真
教
学
部
長
よ
り
長
年
に
亘
り
菩
提
寺

に
貢
献
さ
れ
、
地
域
の
模
範
と
し
て
一
隅
を

照
ら
す
運
動
を
実
践
さ
れ
て
い
る
檀
信
徒
六

名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
特
別
授
戒
会
に
先
立
ち
兵
庫
教

区
布
教
師
会
会
長
の
吉
田
実
盛
師
よ
り
説
戒

が
あ
っ
た
。
昼
食
を
挟
み
、
祖
師
先
徳
鑽
仰

大
法
会
記
念
の
特
別
授
戒
会
が
厳
か
な
雰
囲

気
の
中
で
執
り
行
わ
れ
、
大
会
の
日
程
は
終

了
と
な
っ
た
。

○
東
海
大
会

　

東
海
教
区
本
部（
柴
田
真
成
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
十
七
日
に
名
古

屋
市
の
覚
王
山
日
泰
寺
普
門
閣
を
会
場
に
、

東
海
教
区
檀
信
徒
会
総
会
並
び
に
一
隅
を
照

ら
す
運
動
東
海
教
区
推
進
大
会
を
開
催
し
、

住
職
・
寺
族
・
檀
信
徒
ら
約
二
百
名
の
参
加
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者
が
集
ま

っ
た
。

　

第
一
部

で
は
、
檀

信
徒
会
総

会
が
行
わ

れ
、
は
じ

め
に
柴
田

教
区
本
部

長
導
師
の

も
と
法
楽

が
行
わ
れ
、

神
谷
雍
彦

教
区
檀
信

徒
会
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
檀
信
徒
会
総
会
で
の

議
事
終
了
後
、
岡
山
教
区
本
山
寺
法
嗣
泉
智

仁
師
に
よ
る
「
い
ま
、
こ
こ
に
生
き
る
〜
東

日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
得
た
こ
と
〜
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
福
島
県
出
身
の

泉
師
は
、
震
災
で
の
体
験
を
語
り
、
困
難
に

直
面
し
た
と
き
自
ら
の
足
で
立
ち
上
が
る
勇

気
、
自
他
へ
の
感
謝
の
心
、
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
力
強
く
話
さ
れ
て
い
た
。

　

第
二
部
で
は
、
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、

は
じ
め
に
柴
田
教
区
本
部
長
よ
り
挨
拶
、
次

に
来
賓
よ
り
祝
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
森
定
慈
仁
総
本
部
長
よ
り
「
一
隅
を

照
ら
す
運
動
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

森
定
総
本
部
長
は
、
こ
の
運
動
が
身
近
な
こ

と
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
運
動
で
あ
る
こ
と
を

語
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
い
世
代

に
こ
そ
、
本
運
動
の
精
神
を
伝
え
て
行
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
公

演
と
し
て
「
和
太
鼓
と
天
台
声
明
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
た
。
泉
師
に

よ
る
迫
力
あ
る
和
太
鼓
と
教
区
仏
教
青
年
会

僧
侶
に
よ
る
厳
か
な
天
台
声
明
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
「
比
叡
山
仏
道
讃
仰
和
讃
」
を
参

加
者
全
員
で
お
唱
え
し
、
大
会
は
幕
を
閉
じ

た
。

○
南
総
大
会

　

南
総
教
区
本
部（
髙
橋
隆
叡
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
三
日
に
勝
浦
市

の
勝
浦
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー「
キ
ュ
ス
テ
」

を
会
場
に
、
第
十
七
回
南
総
教
区
一
隅
を
照

ら
す
運
動
推
進
大
会
を
開
催
し
、
約
八
百
名

の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
一
部
の
は
じ
め
に
、
福
聚
教
会
南
総
本

部
・
茅
花
の
会
・
妙
覺
寺
・
常
福
寺
・
長
光

寺
・
圓
明
寺
支
部
に
よ
る
御
詠
歌
が
詠
唱
、

小
宮
山
将
順
教
区
仏
教
青
年
会
会
長
導
師
の

も
と
教
区
仏
教
青
年
会
出
仕
に
よ
り
法
楽
が

厳
修
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
髙
橋
教
区
本
部
長
、

稲
垣
弘
教
区
檀
信
徒
連
合
会
会
長
よ
り
挨
拶
、

細
野
舜
海
宗
議
会
議
員
、
猿
田
寿
男
勝
浦
市

長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
森

定
慈
仁
総
本
部
長
よ
り
本
運
動
発
足
五
十
周

年
に
む
け
た
企
画
や
若
年
層
へ
の
想
い
、
運

動
を
通
じ
て
取
り
組
む
べ
き
行
動
や
心
の
あ

り
方
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
引
き
続
い
て

天
台
座
主
猊
下
か
ら
の
表
彰
状
の
授
与
が
森

定
総
本
部
長
よ
り
行
わ
れ
、
教
区
内
檀
信
徒

二
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
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第
一
部
の
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
一

隅
を
照
ら
す
運
動
」
実
践
三
つ
の
柱
で
あ
る

「
生
命
」「
奉
仕
」「
共
生
」
の
復
唱
が
行
わ

れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
は
じ
め
に
本
運
動
広
報
大

使
の
露
の
団
姫
師
よ
り
「
落
語
家
・
ま
る
こ

の
仏
道
修
行
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
会

場
内
は
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
た
。

続
い
て
、
延
暦
寺
一
山
伊
崎
寺
住
職
上
原
行

照
師
よ
り
「
相
応
和
尚
と
回
峰
行
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
相
応
和
尚
に
つ
い
て

自
身
の
体
験
を
交
え
た
回
峰
行
の
話
に
参
加

者
は
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
に
上
原
師

よ
り
念
珠
加
持
が
授
け
ら
れ
、
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
貴
重
な
体
験
に
み
な
喜
ん

で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

○
三
岐
大
会

　

三
岐
教
区
本
部
（
森
喜
良
教
区
本
部
長
）

で
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日
に
郡

上
市
の
長
瀧
寺
並
び
に
白
山
神
社
を
会
場
に

三
岐
教
区
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
を

開
催
し
、
約
三
百
五
十
名
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。
今
大
会
は
、
白
山
開
山
一
千
三
百
年

祭
並
び
に
相
応
和
尚
一
千
百
年
大
法
会
と
し

て
行
わ
れ
た
。

　

は
じ
め
に

白
山
神
社
拝

殿
に
て
神
事

が
執
り
行
わ

れ
、
叡
南
覚

範
探
題
大
僧

正
よ
り
表
白

の
読
み
上
げ
、

教
区
出
仕
僧

ら
に
よ
る
声

明
の
奉
納
が

な
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
会
場
を
長
瀧
寺
大
講
堂
に
移
し
、

叡
南
探
題
大
僧
正
を
大
導
師
に
仏
式
の
法
要

が
執
り
行
わ
れ
た
。
法
要
の
後
、
叡
南
探
題

大
僧
正
か
ら
の
挨
拶
並
び
に
法
話
、
続
い
て

森
教
区
本
部
長
、
白
山
神
社
宮
司
か
ら
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

休
憩
の
後
、
金
剛
童
子
堂
前
に
て
森
定
慈

仁
総
本
部
長
よ
り
挨
拶
、
続
い
て
光
永
覚
道

大
阿
闍
梨
の
護
摩
祈
願
法
要
が
修
さ
れ
、
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
古

来
の
神
仏
習
合
の
時
代
を
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
大
会
で
あ
っ

た
。
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